
令和2年1 2月1 7日

東京地方裁判所民事部の概況（令和2年12月期）

民事部所長代行者松本利幸

民事部の組織及び態勢

部の数，配置人員等

裁判官の配置状況

委員会，研究会等
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2 民事事件の概況

（1） 通常部の事件の動向 第4表ないし第6表

（2） 専門部及び集中部の事件の動向 第4表及び第5表

（3） 訴訟事件の既済終局別内訳 第7表

（4） 終局区分別の既済件数及び事件割合 第8表

（5） 既済件数に占める合議事件・単独事件の割合第9表

（6） 訴訟事件判決の上訴率 第10表

（7） 未済事件審理期間及び長期未済件数 第1 1表及び第12表

（8） 人証調べを実施して対席判決で終局した事件における手続段階別

平均期間の推移 第1 3表

(9) 通常訴訟事件の判決率・控訴率 第1 4表

⑱調停の状況 第15表



【機密性2】

令和2年12月1 7日

民事部概況説明資料
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民事部の構成等

東京地方裁判所民事部裁判官配置表

東京地方裁判所民事部委員会等名簿

民事事件の概況

通常部・専門部別訴訟事件概況

通常訴訟の新受件数の推移

訴訟事件の既済終局別内訳

第一審訴訟事件終局区分別の既済件数及び事件割合

第一審訴訟事件の和解率

既済件数に占める合議事件・単独事件の割合

訴訟事件判決の上訴率

民事訴訟事件未済審理期間

民事訴訟事件長期未済件数

人証調べを実施して対席判決で終局した事件におけ

る手続段階別平均期間の推移

通常訴訟事件における判決率・控訴率

調停の状況
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【機密性2】

第1-1表

民事部の構成等 (令和2年1 1月1日現在）

第1 部の数

通常部

専門部

（専門部内訳）

29箇部（うち大合議部等8，医療集中部4）

18箇部

行政4，労働4，商事1 ,保全1 ,破産・再生1,執行1 ,

調停・借地非訟・建築1，交通1 ，知的財産権4

合計47箇部

第2配置人員

1 裁判官

(1) 判 事

（2）特例判事補

（3） 判事補

計

2裁判官以外の職員

(1) 書記官

（2） 調査官

（3） 速記官

（4） 事務官

(うち常てん補1人,■■■■）
(うち常てん補2人ヶ留学等4人,ー
(うち留学等1人,■■■■）

人
人
人
人

１
２
６
９

０
７
５
２

２
３

人
人
人
人
人
人
人

５
９
１
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１
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１
７計

3執行官

4民事調停官

第3設備

1 法廷

(1)合議用

（2） 単独用

(うち大合議法廷1 ，車椅子専用法廷1 ）

(うち1法廷にテレビ会議システム設置）

(うちラウンドテーブル設置19)

25

73

98

160

計

2準備室等

1
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【機密性2】

第1－2表

民事部の構成等
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東京地裁民事部の編成

合計47箇部
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東京地方裁判所民事部裁判官配置表 【機密性2】
所長代行松本利幸

所長代行江原髄志

■■■所長代行谷口安史■■■

■■■所長代行古谷恭一郎 所長代行所長代行
令和2年12月1日現在

森 英明■■■
氏名末尾の数字は司法修習の期です。
下線のついている唖日は合継の開廷日です。

樋当郎（部所在,開廷日）

鐘判官氏名
一一一

1 部〔 I ■盃月天

＊
＊

内線

第 1 部（■■■･ 禾
通常

部松本利幸42
前澤達朗48
実本 滋55
中畑章生62

柿加腰邦太68
補筏井彩香－69

第 2部（■■■･月巫
行政

部森 英明42
小川弘持56
三貫納有子60

将例胸瀬智彦67

第 8部（月火水室壷一丁

（東京地家簡裁庁舎一
商事

部朝倉佳秀4
兼 江原健志4
林 史商f
坂田大吾E
丹下将克f

西山 渉E
藷井明仁E

高橘浩美ビ
特例秋山沙総f
特例吉岡正豊f

特例畦地英稔〔
特例角田捧狸F

8部（月火水本金）

部朝倉佳秀4

"1oW(I "3
通鱗

部清野正彦46

兼 武藤貴碗50
岡田紀彦53

本地一寿忠57

劃月千広57

補安陪遵銭70

10
16部（’ 辱”1

通構

郁 沖中康人“

田中寛明 50

五十風浩介 54

丹下友華 57

藤永かおる 59

益闘館也 61

袖 大竹泰章 68
楠 渡遥麻紀 70
補 岡崎真実 72

） １２
執
部

第23部（■■■■ﾛ;月五
通幣

兼部松本利幸42

小ノI ｜ 直人48

中西 永58

大川恭平60

特例鈴鹿祥吾65

補野原もなみ71

行（民事執行セン

古谷恭一郎

剣持淳子

品川英基

石田憲一

原 啓晋

草野克也

小野啓介
谷藤一弥

満田智彦

塚田久美子

犬木鈍一郎
川口 藍

柴田裕美

高津戸拓也
柏戸夏子

田中慶太

ｊ
－
２
０
０
４
８
０
２
２
２
３
４
４
４
５
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８

タ
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６
６
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ﾛ■■
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江原健志43

林 史間51
坂田大吾52
丹下将克54

西山 渉56
藷井明仁57

高橘浩美59
特例秋山沙繊63
特例吉岡正豊63

特例畦地英稔刷
特例命田裕紀66
特例森崎なつき 66

初三浦あや68
補加賀谷友行69

ﾛ■■

兼
兼

）

鮪’ 1部（■■■■■ 月丞丞木金）
労働

部，佐久間健吉43
上村考由50

西村真人54
松浪聖－58

松川券佳60

帖例二宮正一郎63

特例野口 由佳子65

金）
鮪24部（■■■■月火室木歪
通常

兼部大岨洋志47

兼 市原義孝46

五十嵐章裕51
崇島誠二57

内藤和道58
中村英照59

補吉元祥太郎68

薦噌息淵佑-噌支志罵
通常

部古田孝夫45
鈴木昭洋49

石田佳世子55

杉姦洋平58

熊谷浩明60

韓例島尻香織63

特例森 優介64
補 白井宏和70

補窓岩亮佑70

月火丞木金）

第17部

通錆

兼部 沖中康人 44
兼 田中寛明 50
兼 五十風浩介 54
兼 丹下友華 57
兼 藤永かおる 59
兼 益留鮒也 61
兼補 大竹泰章 68

兼補 渡遜麻紀 70
兼補 岡崎真実72

旅特例

兼特例

特例

特例

兼特例

補

補

第

第18部（｜ ‐ ■…
通繕

兼部 松本利幸 42

品田幸男 48

吉村弘樹 58

高橋幸大 60

楠小倉広太郎 72

且火丞木金） (非公開DI）裁輯官室ロ
(公開D]） 手擢案内5721－4830

《非公開DI）庶密 ’
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部（■ﾛ■■月火水木壷 ）
全

江原健志43■■■
朝倉佳秀45

品川英塞50 .■■■

蔦荊■
原

長

中嶋邦人62

早坂あさか62
林

森山龍:;■
椙山葉子63

塚田久美子63

大木健一郎64
吉田裕亮64

獅子野裕介65

高津戸拓也65■■■
中村陽菜65 ，

喜鱸ど荊口
＃＃&蕊熊：

“

■
第22部（■■■■月火

■停，借地非詮，建築

部 田中一彦46

兼 古谷恭一郎42

石村 智49
栗田正紀52

猪坂 剛59

高山 慎59

柚月良典60
飯島英貴61
特例金崎祐太63

特例荻野文則64

特例岡井麻奈美66
特例川内裕登67

特例岡井麻

特例川内裕

i木金）

第5部（＝
通鱗

部大塩洋志
鈴木わかな

評産 学
補島崎乃奈
補上村．江里子
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江
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第1g都ロ ｜･月水木金）

労働

部 奔名 茂 46
小野瀬 昭 52

芝本目征 56
青野卓也 59

仲例生田大輔 64

稗例天田愛美 65
特例浅尾荘平 67

９４５７５６６６

平美輔也

卓大愛荘

野田田尾

青生天浅

例例例
特稗仲

第26部（＝且忠水木金）
還常

部筒井他夫43

森田 淳57

市野井哲也61

補奥山直毅70

第’4部（■■■■且水
通輔，医療
部伊藤正購46
小島清二53
特例大久保直姉67

楠管原光祥68

且水主命）

※東東高戴常てん補
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特例酒

(I■■■月

村さとみ

木秀雄

貫義昌

庭正将

武也

沼日加利

崎卓二

村あゆみ

崎博司

保雅志

漢瑛

野井蔵人

淵遠也

本雄一
,在獅究，国

沙恵子

月

－

些水主金）

20部（

（東京地家

破産再生

部 谷

菊

蛭

宮

飯

橋

臼

竹

特例堀

特例毛

特例金

釣 月火水太舎）

簡哉庁包三＝
美55 ３

０
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９
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木
田
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野
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成
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吉
石
田
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田
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泳
高
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中
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ｊ
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火
月
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火
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木
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Ｉ
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く
く
く
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く
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ｆ
ｆ
く
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幻
加
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却
却
釦
却
榊
剛
ね
榊
討
釦

第15部（＝月火丞主）
通鱗

部岡田幸人47

1
内藤寿彦56
不破大輔57

値田 類60
補北島聖也71

８
７
９
０
０
１
１
１
２
３
３
３
５

４
５
５
６
６
５
６
６
６
６
６
６
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史
郎
介
一
行
介
子
人
雄
郎
吾
地
子

太
博
健
雄
聡
慶
大
綾
和
信
顕
翔
大
敬

川
瀬
海
木
田
中
野
中
橘
田
井
沢
野

田
之

宇
成
内
吉
石
田
佐
田
商
泳
高
剰
中

蘭 7 部（＝頁天累
通常

部小川理津子45
遠田真周55

坂本隆－58

山岸秀彬59

特例川村久美子67
補山田裕肖7，

且火水

補山田裕貴

０

木金） ※東哀凋裁常てん補

特例塩谷真理絵63

<海外留学

特例崎

棒例安

在外研究，

川蛉
井亜

国内研依中>

香67

季67

く海外留学，

補森森

※さいた主家地簡栽常てん柵

特例川北 功

67■
国内研修中>

子69
７

７
６

第2表



【機密性2】

担当部(部所在，
裁判官

言元

開廷日）

孟令蚕卑畠両-竈扇33
＊氏弔末尾の数字は司法修碑の期で十・
＊下錬のついている畷日は合醸の開廷日です“軍28部（ｰテ密

通常

兼部筒井健夫43
兼 菊池浩也50
小田真治51

西睡昌吾56

僧夫絵里子59

補川越裕季子68

補中原陳也71

部（＝直天琢
労働

部伊藤由紀子46
佐蕊 卓53
戸室壮太郎57

舘 洋一郎62
特例聞市惇史64
特例渡邊毅裕65

第34部 〔 ＝~冠茶
通常，医療

兼部松本利幸42
桃崎 剛48

稲玉 祐57

補上原桧梨69
柵消光成実71

■■且火水主過且火

７
１
７
０
１
３
３
８
１
１

４
５
５
６
６
６
６
６
７
７

大
子
哲
吾
さ
未
員
司
隆
彦

か

方
牧
真
つ
麻
佃
雄
朝
運

輸
本
遜
田
田
戸
尾
山
擾
崎

部
常
三
加
渡
岩
村
瀬
西
下
川
矢

９

噸
”
補
補
補

３
通
部

陣
ｌ
漱
兼
兼
兼
兼
兼
兼
兼
兼
兼

39部
第44鄙（■■■且上水錘）
通常

部 飛濁知行 45
金久保 茂 50

蕊深裕介 51
多田尚史 56

古岡正智 57

長妻彩子 61

津田 裕61・

補 清水俊貴 68
補 三塚祐太郎 71
補 ノI｜ 畑百代 72

第49部〈■■■且火水宅金）
通常

部 中村 心47
松．本 真49

早山眞一郎57
鈴木網平59

渡避充昭69

佐藻しぼり 60

特例滝澤英治63

特例仲吉 統67

補商橋優太71
柿後藤 彩72

第29部（■
知的財産棺

兼部松本
周分
小川

矢野

特例佐々木

篤30部（ロ30部(l

月水木舎 ）

２
９
６
８
３

４
４
５
５
６

幸
文
暁
夫
亮

利
溌
紀

第4o

知的

部

第4o 部（■
財産櫓

佐藤

三井

吉野

書藤
部

常

金津

餘多分
俣木

月丞立） 第45部

通常

兼部 飛澤知行 45
兼 金久保 茂 50
兼 藤津裕介 51
兼 多田尚史 56
兼 吉岡正智 67
兼 津田 裕 61
兼 長妻彩子 61
兼補清水俊伐 68
兼補 三塚祐太郎 71
兼補 川畑百代 72

水
５
８
２
８
２

火
４
５
６
６
７

月
美
喜
央
子
明

亘
恥
錦
嬬
順
確

く郁
常
森
商
小
石
大

０

５
通
部
補
補

第月火丞 木金〕第35部（＝且火丞金）
通常‘医振

兼部松本利幸42
兼 佐藤哲治“
関根歴子48

能登磁太郎54
特例有本祥子67

楠工藤優希68

第36部（＝直更忘蚕
労働

部三木素子“

I布施雄士51

豊田哲也57

兼 長 博文60
井上普樹61

1
中鳴邦人62

特例矢島優香“
粋例扱岸聡知66

達文44

大有51

俊太郎58

敦61
i且上水室）

通常『医療
部男海聡子47

■
佐藤康平54
補小出成泰69
補態原未彩7，

第41部

通常

兼部金津秀樹46
兼 餘多分宏聡51
兼 俣木泰治54
兼 島根里織55
旅 高橘 玄60
兼特例大谷智彦63
兼特例大橋勇也66
兼特例鈴木和彦67
兼補薮下冬子71
兼補若山哲朗71

１

部週４
兼兼兼第

６１４
４５５

樹聡治

秀宏泰

第51部（■■■■■
行政

部清水知恵子
横地大輔
川山泰弘

釜村健太

特例定森俊昌

火木金）

47

55

59

60

63

７

今

鋪3’部（ロテ亘爽束天萄了
通常

部金羅秀樹46■■

鋪3’部（ロテ亘爽束天画了
通常

部金羅秀樹46
畭多分宏聡S1

侯木泰治54

島根里礎55

高橘 玄60

特例大谷智彦63

幹例大橋勇也66

特例鈴木和彦67
袖厳下冬子71
補若山哲朗71

M46g(m
知的財産権
部 柴田

佐伯

棚井

佐藻

月火木舎〕

l
明 46

子 57

啓 59

浩 61

義
良
雅第37部（＝

過常

部三稔方

加本牧
渡遜

岩田真
村田っ力

特例瀬戸麻

兼特例西尾信

補下山雄
補川遡朝
補矢崎達 ■

塗
師
刷
諏
師
団
砺
鎚
鯛
測
刑

酔
大
子
哲
吾
さ
未
員
司
隆
彦

込

第42部（■■■且上水木会）
通常

部 松田典浩45

■
榛原 敦57
穂苅 学60

特例寺戸憲司63

特例安田裕子63

兼補加賀谷友行69

補成岡勇哉72■■■

第47部（■■■■月忠末寺 j
知的財産櫓

部 田中孝一 47

1
横山真通 56
奥 俊彦58

軒例西尾信員 63

第32部〔■
通常

部中吉
大渡

田中

樋口

山下

下

特例本城

神例塚本

補都築
補森

補町田

且火志木金）

■
癒郎

寿美

正畿

真貴子

真

和弘

伶奈
晴久

鈍太郎

香太

哲故

５
０
３
４
６
７
３
４
８
９
１

４
５
５
５
５
５
６
６
６
６
７

埜
一
５
１
７
９
３
４
８
２

水
．
４
５
５
５
６
６
６
７

壁
塞
太
博
久
之
太
司
斗

二
唯
露
醸
蹄
榊
確
咋
韓

く郁
常
市
下
伊
佐
加
前
増
山

３

”
銅
補
補

４
通
部

第

第48部（＝月1
通常

兼部 小川理津子

野村武範
長井済明

石神有吾

兼輪例川村久美子
補 西條壮優

軍48部〈 l■■■月坐水木金）
通常

兼部 小川理津子 45

野村武範 51

1長井済明 54

石神有吾 60

兼輪例川村久美子 67
補 西條壮優 71■

※さいたま家地簡裁常てん補

兼物例川北 功 67

露38部〔＝天禾憂~フ
行政

兼部松本利幸42
． 蝿野真散48

福渡祷貴52
網田圭亮58
野村昌也59

特例佐藤秀海67
兼粋例仲吉 統67
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所長代行者 判事
〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

常置委員 〃

Ｊ
１
Ｊ
１
ｊ

ｊ
ｆ
ｊ
ｊ
Ｉ

！
ｊ
ｆ
Ｉ
Ｉ

Ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ

〃 特例判補

9
0＞
ｰ

20

21

25

47

49

16

44

49

13

松本利幸
江原健志

森 英明
谷口安史
古谷恭一郎
古田孝夫
田中孝一

松本 真
五十嵐浩介

多田尚史
佐藤しほり
溝用 イ五

lUノ季1分万､目口調楚会員芸

委員 所長代行者
〃 〃 ☆

〃 〃

〃 〃

〃 〃

判事〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

９
２
加
幻
４
陥
糾
Ⅲ
粥

松本利幸
江原健志

森 英明
谷口安史
古谷恭一郎
伊藤 繁
沖中康人
飛澤知行
岡円紀彦

長井清明

U可捗1珍省歪指導連絡姿員会
委員 判事 18

１
Ｊ
１
１
１
Ｊ
ｊ
ｊ

Ｉ
Ｊ
１
ｊ
ｊ
ｌ
Ｉ
Ｊ

■

◆
』
Ｊ
１
１
１
ｊ
Ｉ
Ｊ

ｊ
ｊ
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ

〃 特例判補

☆
測
池
測
亜
２
哩
調
拍
噛

品田幸男
男澤聡子
中吉徹郎
桃崎 剛
大演寿美
三貫納有f
大島広規
中西 永
佐藤しぼり
#諾胴 イ璽

(gノ 謂｢1上判畢怖燗さん関係委員会
委
＝

貝 判事 ☆12

ｆ
Ｉ
ｊ
Ｉ
１
１
Ｊ
１
１
１

７
１
ｊ
ｊ
１
Ｊ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｊ
１
１
Ｉ
Ｉ
ｆ
Ｉ
１
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
ｊ
１
１
ｊ
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
〃 特例判補
〃 〃

〃 〃

娚
狛
哩
凹
泌
羽
調
洲
他
輔
８
皿
加

小
中
松
松
青
杉
信
矢
網
篠
佐
畦
二
堀

田
村
本
下
野
森

夫
野
田
原
藤
地
宮
内

正二

心

真

絵美
卓也
洋平

絵里子
紀夫

圭亮
敦
雅浩

英稔
止一郎

龍

(gノ問裁判争旬↑さん関係姿員会
委員 判事 ☆

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｆ
１
１
１
１

１
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ

特例判補〃

４
師
皿
理
町
犯
鋼

伊藤
加本
西付

高山

綿貫
田中
高市

牧
真
義
正
惇

繁
子
人
慎
昌
哉
史

g避雷等指導裁判官

委員 判事 ☆16 沖中康人
27 鈴木秀雄〃 〃

U誉胴闘1糸委員会

委員 判事 ☆11
〃 〃 33

〃 〃 38
〃 首席爵記官
〃 次席書記官

１
Ｊ
１
Ｊ
ｊ

ｊ
ｊ
ｊ
Ｉ
Ｊ

Ｉ
７
７
Ｉ
Ｉ

Ｊ
１
Ｊ
１
Ｊ

〃 訟廷管理官
〃 同副管理官
〃 事務局次長
〃 〃

〃 総務課長
〃 同課長補佐
〃 警務課長
〃 同課長補佐
〃 人事課長
〃 経理課長

〃 用度課長

管理

佐久間健吉
伊藤由紀子
鎌野真敬
菊池恒夫

松井美由樹
内野 洋
鹿野直人
諸星聖臣
渡辺一弥
小林 中
鈴木信之
高橘博美
依田弘太郎
黒澤 剛

藤沢省吾
久保宗義
勝野裕之
澁谷 聡
立花将寛
木田佳子
油． ’千1 画n頁

美

弘太郎

Uフフクフーイス委員会
委員 所長代行者
〃 判事 ☆

１
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
１
Ｊ
１

Ｊ
１
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
＃
ｆ
ｌ

Ｉ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｉ
ｊ
Ｉ
ｊ
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〃 首席書記官
〃 次席書記官
〃 〃

9

泌
瓢
略
３
８
Ｍ
訓
拓
諏
詔

江原健志

古田孝夫
金澤秀樹
田中寛明
中野晴行

西山 渉
小島清二
島恨里織
豊田哲也
渡邉 哲
福渡裕貴
菊池恒夫
松井美由樹
諸星聖臣

ピl』去具＝

委員 所長代行者
〃 〃 ☆ 9

＜フェーズ1小委員会＞

委員 所長代行者☆

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｊ
１
１
ｊ
ｊ

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｊ

Ｉ
１
１
ｊ
Ｉ

〃 特例判補
〃 〃

〃 判補

次席書記官〃

〃 〃

〃 訟廷副管理官
〃 主任書記官
〃 〃

＜フェーズ2．3小委員会＞

９
扣
招
的
塑
佃
８
”
犯

管理

8

48

委員 判事 ☆37
〃 〃 25
〃 〃 31
〃 〃 1
〃 〃 35

40〃 〃

〃 ・ 特例判補 8
〃 〃 19
〃 〃 20

〃 〃 22
〃 〃 31

〃 〃

〃 首席書記官
〃 次席書記官
〃 〃

〃 訟廷副管理官
〃 主任雷記官

ｊ
Ｉ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
１
１

Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
１
ｊ
＃
Ｊ
１

？

』
１
Ｊ
１
Ｊ
１
Ｊ
Ｉ
Ｊ

Ｉ
１
Ｊ
Ｊ
１
１
Ｊ
１
１
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〃 .〃

〃 〃

〃 秘(訟延噸勝第一係）

42

管理

２
８
Ⅲ
蜘
晦
肥
塑
汐
郷
岬
沁
郡
灼

松本

江原

江原

住藤
野村

芝本
巣田

吉野
森崎
田野井

藤原
鹿野
松井

高橘
岡

出牛

三輪

鈴木

餘多分
実本

能登
三井

吉岡

浅尾
毛受

川内

大谷

寺戸

菊池

鹿野
松井

高橋
勝又

布施木

西澤
坂崎

大橋
磯部
原

大山

中里
浅沼

佐藤
岸本

南 有
中村

利

健
健
達
武
昌
正
俊
な
蔵
未
直
美
博
直

方
昭
宏
謙
大
砿
荘
裕
裕
智
憲
恒
直
美
博
直

太
つ
由
太
由

幸
志
志
文
範
征
紀
郎
き
人
彩
人
樹
美
美
郎
大
洋
聡
滋
郎
有
豊
平
介
登
彦
司
夫
人
樹
美
子
徹
正純

准一郎

明
琢

祥

裕
星

梨
圭
画

学
央
真
暗
史
恵
哉
哲
奈
晴
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委員 所長代行者 9
〃 判事 1

25〃 〃

☆50〃 〃

22〃 〃

44〃 〃

〃 〃
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８
畑
、
照
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１
１
１
Ｊ
１

Ｉ
１
１
ｌ
Ｉ

ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ

Ｉ
ｊ
Ｉ
ｊ
ｊ

ｊ
ｊ
１
Ｊ
Ｉ
Ｊ

Ｉ
ｊ
Ｉ
ｊ
Ｉ
１

１
１
１
Ｊ
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ｌ

Ｉ
Ｊ
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Ｊ
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〃 首席書記官
〃 次席書記官
〃 〃
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27

31

32

44

49

16

26

32

江原健志

前澤達朗
古田孝夫
森田浩美
石村 智
藤澤裕介
齊藤 学
遠田真嗣
坂田大吾

岡田紀彦
松浪聖一

五十嵐浩介

飯島英資
中 直也
高橘 玄
下 和弘

金久保 茂
早山眞一郎
渡邉麻紀
奥山直毅
森 香太
菊池恒夫
松井美由樹
諸星聖臣
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〃

〃 〃 ☆22

〃 〃 ‘17
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〃 〃 26

〃 〃 48
〃 〃 50

特例判補 8〃

〃 〃

〃 〃 27

〃 、脚l補 14
〃 〃 30

次席書記官〃

訟廷管理官〃

〃 総務課課長補佐
〃 主任書記官
〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

1

４
２
５
７

１
⑪
』
３
１

田
田
猪
森
石
高
角
岡
酒
菅
小
渡
鈴
佐
今
沓
上
閣
浅
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〃 判事 ☆
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〃 〃

特例判補〃

〃 判補
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Ｊ
１
Ｊ
ｊ
Ｊ

ｊ
１
Ｊ
ｊ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
１
１
ｊ
ｊ
ｊ

Ｉ
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Ｊ
１
１
Ｉ

〃 次席書記官

妬
佃
ｕ
糾
叫
７
８
週
お
拠
鳴
岨

〃 訟廷副管理官事件

主任書記官 18〃

〃 〃 37

筒
下
松
長
大

山
加
吉
窓
上
増
高
諸
世
磯
佐

久
賀

原健志

藤正晴
中一彦
中孝一
坂 剛

田 淳
神有吾
橘祐喜
田裕紀

井麻奈美
本雄一

原光祥
出成泰
辺一弥

木信之

藤信秀
泉香代
水暁子
山厚美

口香織

沼 恵

志
夫
太
佳
子
輝
資
行
末
佑
梨
司
太
臣
子
央
樹

釆

健
健
良
春
彩
直
裕
友
怜
亮
絵
浩
優
聖
恵
明
秀

原
井
澤
川
妻
保
田
谷
田
岩
原
崎
橘
星
戸
部
野

g番埋充実事務検討委員会
委員 所長代行者 9

判事 19〃

〃 〃 42
〃 〃 ☆

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 特例判補
〃 〃

〃 〃

〃 首席書記官
〃 吹席書記官
〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃
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胸
塑
蝸
弱
蝿
郷
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〃 〃 33
〃 〃 49
〃 書記官 1
〃 16〃
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江原健志

春名 茂
松．田典浩
飛澤知行
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渡邉充昭
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前田優太
滝澤英治
菊池恒夫
松井美由樹
内野 洋
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〃 〃

〃 〃

〃 文書企画官

49
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訟廷副管理官管理〃

総務課文書第二係長〃

〃 書(訟廷管理係長）

松本

高橋
大川

佐藤
石丸
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恭
康
啓
博
明
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真
大
平
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光
美
夫
彦
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委員 所長代行者

判事〃
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〃 〃
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桝
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叫
鋤
弧
胡
皿
鍋
叫
測
鋤
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藤
澤
崎
根
島
藤
玉
登
保
本
原
出
原
原
光
藤
辺
水
田
田
口
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正晴
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剛
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清二
康平

祐

謙太郎
直輝

祥子

光祥

成泰
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絵梨
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一弥

暁子

千絵
吉克
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〃 〃
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田中孝一

苅住かるよ

水出芳春
向井弘道
浅沼 恵

(gノ ノクセスヂ臣進委員会

委員 判事 ☆ 5
〃 〃 33
〃 〃 43
〃 〃 47

〃 〃

〃 特例判補

ｊ
ｊ
Ｉ
″
Ｉ
ｊ
》
ｊ
一
ｊ
▽
Ｄ
Ｊ

ｊ
．
●
Ｉ
ｊ
、
＃
●
〃
Ｉ
。
。
』
■
Ｊ

１
。
』
』
。
Ｊ
ｒ
。
０
▽
ｊ
母
０
８

里
〃
Ｄ
Ｊ
ｊ
ｊ
マ
－
炉
〃
。
０
ク
ｒ
グ

判補〃

１
１
，
！
ｊ
ｊ

Ｉ
１
１
ｊ
Ｉ
１

１
ｉ
ｆ
１
Ｊ
ｊ

Ｉ
ｊ
ｊ
１
Ｊ
Ｉ

〃 主任書記官
〃 〃。

〃 〃

帆
２
８
９
９
皿
型
鏥
總
獅
１
８
妬
犯
調
妬
調
２
妬
別

大嶋洋志

佐藤 卓
佐野倫久

横山真通
長井清明
廣瀬智彦
秋山沙織
大木健一郎
獅子野裕介
野口 由佳子
荻野文則
根岸聡知
安田裕子
西尾信員

浅井彩香
'三浦あや

臼井宏和

長谷川翔大

清光成美
工藤優希

下山雄司
勝又直子
向井弘道
森島敬一郎

､ごノ I室4もgfノ、弓子11兀l美j'1示安貝云

委員 所長代行者 9

判事 ☆43〃

〃 〃 10

〃 〃 ・ 13

25〃 〃

〃 〃 42

51〃 〃

特例判補 43〃

判補 10〃

〃 〃 28
〃 〃 21
〃 総務課課長補佐

サィ:-Lﾉﾝ'､－総務課渉外係長

〃 ‘＃(訟延晦傍鋪－．･係炎｝

〃 半ﾘ補
〃 〃

〃 〃

〃 〃

６
判
禍
、

江原健志
市川多美子
望月千広

作田寛之
石田佳世子

穂苅 紫
横地大輔
加瀧靖之

安陪遵哉
中原諒也
田中慶太

久保宗義
安田恵一
松永義彰
山口愛子

川畑百代

後藤 彩
大野志明
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白0）月'10〕覇 Zr【工一宮歴

委員 判事 7 小川理津子
〃 ☆ 16 沖中康人

〃

〃

9 品川英基
〃

ごノ氏尹｡。 家争闘係裁判『目協議会

幹事 判事 22 田中一彦
〃

25 古田孝夫
〃

ごノ ブト四陸 渉グﾄ季1午ｲﾘ1.究会

幹事 判事 ☆51
〃 〃

〃 〃

特例判補〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 判補

加
獅
３
９
調
謁
弼
泌

清水知恵子
飯塚素直
奥 俊彦
永田大貴
吉田裕亮
鈴鹿祥吾
有本祥子
佐藤秀海
野原もなみ

U 穴争･承干U天誘ｲ吋先会

幹事 判事 ☆

！
』
！
』
ｊ

Ｉ
Ｊ
１
ｊ
ｊ

ｊ
ｊ
Ｉ
ｊ
Ｉ

！
Ｊ
１
１
１

特例判補〃

〃 判補

柴
小
西
原
蛭
小
金
北

妬
２
３
９
加
訂
塑
鳰

明
持
夫
晋
彦
利
太
也

加

義
弘
康
啓
明
日
祐
聖

田
川
村
川
沼
崎
島

(巳ノ 1禾ｲ子同巳詠塵疋委員会

委員 判事 7 小川理津子
〃 ☆ 16 沖中康人

〃

44 多田尚史
〃 〃

19ノ裁干ﾘ反]里給芸

幹事 2か部裁判長持ち回ｿ

巴ノ氏争恋旨古云

'13部,“部及46部が幹事部

ピノ l尤争棚ﾉ1.ヲ己云

幹事 所長代行者及び常置委員が兼務

4 ●
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(注)本資料中の数値はいずれも概数である。
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【機密性2】

⑤通常部係属訴訟 ⑥医療訴訟
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(注)本資料中の数値はいずれも概数である。
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【機密性2】
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(注)本資料中の数値はいずれも概数である。
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【機密性2】
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【機密性2】
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宙

酉・

舌Ij労|l訴弓
■

串

■

一

“

(注）

｢新受｣＝(配てん数)±(配てん移動）

｢通常｣欄の件数は. 1，4～7, 10, 12～16, 18.23～26,28,30～32,34,35，37,42～44.48～50部(計29か部)の件数の総計である。
本資料中の数値はいずれも概数である。

１
２
３

■■

弓

H30

受 理

旧受 新受 合計
既済 未済

未済のうち

合職事件
5年超え

長期未済

H31/R1

受 理

旧受 新受 合計
既済 未済

未済のうち

合議事件
5年超え

長期未済

R2

受 理

旧受 新受 合計

Ｐ
も 1～ 9 』

既済

弓）

未済
未済のうち

合識事件
5年超え

長期未済

通 常 20,213 37,164 57,377 36,918 20,454
4,246

(20.8%）
99 20.判9 32,268 52,717 30,622 22,077

4,370

(19.8%）
113 21,997 22,287 44,284 17，237 27,045

4,503

(16.7%）
150

行 政
(2,3,38,51部）

582 583 1,165 562 603
608

2 603 598 1‘201 546 655
655

5 655 352 1.007 318 689
689

9

手 形
(8部）

6 20 26 20 6
0

(0.0%）
0 6 5 11 6 5

0

(0.0%）
0 5 2 7 3 4

0

(0.0%）
0

商 事
(8部）

425 355 780 344 436
54

(12.4%）
4 436 376 812 350 462

55

(11.9%）
5 462 256 718 155 562

65

(11.6%）
4

労 働
(11， 19．33，36部）

1,117 1,010 2.127 1,065 1,062
230

(21.7%）
0 1,062 1,035 2,097 962 1,135

276

(24.3%）
0 1,133 754 1,887 482 1.405

286

(20.4%）
0

建 築
(22部）

436 443 879 311 568
79

(13.9%）
1 568 377 945 300 645

65

(10.1%）
2 645 241 886 146 740

79

(10.7%）
3

交通損害等
(27部）

1,752 2,249 4．001 2,377 1,624
193

(11.9%）
0 1,623 2,189 3,812 2,154 1,658

181

(10.9%）
0 1,658 1.440 3,098 1.166 1,932

193

(10.0%）
0

知的財産権
(29,40,46,47部）

363 310 673 304 368
368

0 368 352 720 311 409
409

0 409 260 669 184 485
485

0

合 計 24,894 42,134 67,028 41,901 25,121 5,778 106 25，115 37,200 62,315 35,251 27,046 6,011 125 26,964 25,592 52.556 19．691 32.862 6,300 166
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第6表【機密性2】

通常訴訟の新受件数の推移
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31年／

令和元年
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１
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１
１
１
７
５
７２28.521 28‘38026,900 28,332 27.779 28,317

｢その他事件｣を除いた事件
中での不当利得占有率 36.0％ 23．8％ 19,9％ 18.3％ 20.6％ 20,8％ 17.7％ 13,5％ 15.4％ 15.6％

※令和2年の数値は， （9月までの累計)÷9×12で算出した推計値である。

口不当利得返還請求訴訟■その他事件 ！｜ 囲一般通常訴訟

50000

44,547 44,377

42‘064

「’
40，55ﾕ

40000
37,54837，187

戸 ‐
酉

35,757F‐ 戸

■■■

６郷
一
３34，667

32,987

門

！ I
30000

！ ；
20000

10000

(件)0
平成23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年

※その他事件は平成27年から計上

31年／ 2年

令和元年

I

l

l ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

淵

０
髄
％
％
％

０
０
０
０
０

１
９
８
７
６

不当利得返還請求訴訟の新受件数及び占有率
25000

’
I

匡．不当利得返還請求訴訟
20000

－不当利得占有率

醐鍵瞬いた事件数を壜迦一’’

’
1

15，164

15000 r － ・
I

l殿.←－－
50％

10000 40％

6，256
－

。
ｎ
画
・
晶
ｖ
角
野

氏
Ｕ
Ｊ
Ｐ
Ｕ
ｊ
ｎ
叫
・

０
０
０
０
個

３
２
１
０卜

5000卜

0

平成23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 31年／ 2年

令和元年’
(注）本資料中の数値はいずれも概数である。
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へ
36.0％

、畠

23.8％
÷

19.9％

÷

18.3％

一

20.6％

-

20.8％
-

17.7％祠
÷

15.4％

→

15.8％



【機密性2】

訴訟事件の既済終局別内訳 第ﾌ表

一

、

ｊ注
１
２
３

く

｢(ﾜ)通常｣欄の件数は,専門部に配てんされた通常事件を含む。

｢判決小計｣欄「和解』欄及び｢取下げ｣欄の括弧内の割合は,既済事件数全体に占める各割合を示したものである。
本資料中の数値はいずれも概数である。

終局別

年度I 事件別 認容

第 ー 審

棄却｜却下

判 決

その杣 塞却

控 訴

酌消 割1未 子の別府 I
小計
決定

↑
わ
《
叩

その他

小計
合計

H30

(ﾜ） 通 常

画 行 政

(詞 手形･小切手
－－一一一一一皿

Iレノ 建 訴

鋤鰯再審(訴訟）

合 計

13,232

50

16

ー－51

13,298

1,747 ’
I
89 10

308 95 1 8

0 0 0

- ：

2,055 184
1
4

’ 18

225

225

90

90

U

I

2 6

2 6

15,078

461

16

323

0

15,878

(37.9%）

247

4

0

1

26

278

255

51

0

20

3

329

12,759

8

1

380

1

13，149

(31.4%）

5,458

83

1

177

3

5,722

(13.7%）

6,471

7

2

66

6,546

24,688

98

4

623

4

25,417

40,268

614

20

967

33

41,902

H31

／

R1

(ﾜI 通 常

㈲ 行 政

(調 手形･小切手

〈し） 控 訴

(力)鰯再審(訴訟）

合 計

13,308

68

5

3

13,384

1,694

280

1

1

1,976

91 13

88 0

0 0

●

01 0

179

l

ｳ

13

183 82

183 82

0 1 2
D

ト

令

I

20

15，106

436

6

267

4

15.819

(44.9%）

261

2

0

1

28

292

249

41

0

13

1

304

12,616

1

0

277

0

12,894

(36.6%）

5,121

113

0

180

0

5,414

(15.4%）

514

6

0

7

2

529

18,251

120

0

464

2

18,837

33,867

599

6

745

35

35,252

R2
へ

1

I

９
月
ー

(ﾜ1 通 常

潮 行 政

(雷） 手形･小切手

(し） 控 訴

<力)鰯再審(訴訟）

合 計

6,896 1,087 43 2

22 159 48 0

2 0 0 1 0
１
‐
ｂ
５
ｑ
Ｐ
１

Ｐ
虹
。
，
』
■

０
丑
■
９
１
Ｊ
ト
ト
１
４
巳

1 0 0 0

6.921 1,246 ’
F

1

●
↓
０
号
ｊ
■
■
Ｔ
２
■

91 2

89

89

37 1 0

37 1 0

8,028

229

2

127

1

8.387

(42.6%）

126

4

0

2

15

147

103

29

0

8

1

141

6．115

3

0

132

0

6,250

(31.7%）

4,279 1 298

73

呼
Ｉ
叩
１
ｌ
４
ｈ
０
Ｂ
Ｉ
Ｐ
０
Ｐ
０
。

1

1 0

105 6

3 0

4,461

(22.7%）

305

10,692

77

1

243

3

11，016

18,949

339

3

380

20

19.691



【機密性2】
第8－1表

第一審訴舩(ワ)事件終局区分別の既済件数及び事件割合

０
１
口
少
価
ｒ
ｆ
Ｉ
４
４
’
、

’
。Ｅ

４

ｆｄ

ｌ
，
目
１
‐
ｌ
ｌ
Ｍ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
刊
１
１
１
１
１
冊
Ⅱ
川
凹
１
２
４
０
６

蠕
慨
一
恥
畷
畷
蝋

一
一
》
群
舞
一
華
癖

》

》

》

》

琴

一鍼

一

《

判決

16,405 1 35.6%’
16､997 1 43.4%；

16,121 i 44.9%

14,871 43.6%’

14,971 41.3%'’
17,315 39.3%’
15'027 337%|1
15，072 37,4％，

15，119 44.6％

10,736 42.4%

決定

434 1 0.9%'’
325 1 0.8%'’

257 1 07% i
2431 0.7%||
273 1 08%1
254 1 0．6％

264 -0.6%’
245 0.6%1
270 1 0.8%|
172 1 0.7%|

一
％

一
唖
一
伸
一
４
－
３

－

0.7％

1’ 和解 放棄

07%' 14,297 1 31.0% 56 1
0．9%'13,169 33.6%'’ 53 1
0．6%1 11,562 32.2% '’ 54
1.2% 10‘989 32.2%''’ 68
~FW|11,8231 32.6%I 50
2.0% 12,778 29.0%’ 75
0.7%13,454 30.2% | 60
0.6% 12,750 1 31.7%| | 62

爵説: |淵：↑I

認諾 I 取下げ ’
一』 ■ ・一一

p､"121[0.3%||12,143, 26｡3%|
0.1%| 133 1 0.3%i 7,631 19.5%
0.2%1 93 03%’ 7,37920.5%’
0.2%’ 66 0.2%’ 6,655 19.5%’
0.1%| 86 0．2% 7,103 19.6%I
0.2％I 78 0.2％ 7，130 16．2％

0.1%’ 88 02%1 6,137 13.8%’
0.2% ’ 53 1 0．1%'' 5.456 13.5%
OZZll 50 0.1%!| 5,127 15.1%|!
面M｢44 -529;|| 5,691 1 22.5%|

その他

2,320 1 5.0％

531 1 1．4％
241 0.7％

800 2.3％

1,424 3.9％

5,529 126%

9,184 1 20.6％
6,383 15．8％

400 1．2％

303 1.2％

358

220

401

561

862

312

255

249

137

判決(下段:対席／上段:欠席）
－－－二一

』 和解

20000

▽対席判決･欠席判決 18000

対席 ’ 欠席

平成23年 10,5381 64.3%’ 5,844 1 35.7％
24年 11,0081 64.8%’ 5,972 1 35.2％
25年 10,157 63.1%’ 5,943 1 36.9％
26年 9‘186 61.8%’ 5,673 1 38.2％
27年 8,989 60.1% 5,979 39.9%
28年 8,429 48.7%’ 8，871 1 51．3％
29年」 8,554 1 57.0%’ 6‘464 1 43.0％
30年 8,336j 55.4%| 6,723 1 44.6%

31年/令和元年 7,901 1 52.3%’ 7,205 1 47.7％
2年' 1 5,663 1 52.8%'’ 5,071 1 47.2％

;肝；
一
①

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

６
４
Ｚ
Ｏ
８
６

１
１
１
１

ー

｜
■
や
ら
■
●
。
■
●
①
ｂ

一
○
■
等
■
Ｐ｜

蝋
撚
認
驚
驚
織
澗
鴬
蛎
驚
砕
蔚
蝋
驚
驚
撫
騎
鴬

野澤淳露灘海諌封一

一

詞
瓢
錐
認
叫
離
郷
鍔
翻
辮
拶
群
識
雑
感
際
醗
獅
濁
馳
轆
蝿
蝿
制
趨
割
理
撫
聯
蝉
縦
鰯
剰

一
…

■
辛
也
恥
旧
哩
個
”
ｅ
恥
唄
”
■
酌
心
即
巾
咽
叩
抑
”
池
畑
》
鴫
”
桐
“
ぬ
一
ｍ
や
叩
唖
岫
恥
鵬
一
旧
和
唄
即
巾
』
や
』

雲
；：
：

29
皇

II1：
■ 1

1‘ 1

i
1 ｣

■ 1

1

｛

｜
呼
溜
蜘
摩
漁零

｜
諦
秤
ｂ
醒
郷

Ⅲ
叫
懐
蹴
鵬
蝋
蜘
識
剛
瀧
鱸
聴
繊
脚
騨
’
鋤
甥
搾
鐇
謝
罪
騨
騨

一

－
１ll I|

Ⅱ
｜そ
..｢

I

刀他

I||
の

4000

※民事1部～51部に係属する(ﾜ津件を対象としている。
2000

※本資料中の数値はいずれも概数である。 0 |■■L 『－1 戸

HZ3 H24 H25 H26 HZ7 H28 H29 H30 H31/R1 R2

口対席判決 図欠席判決 園和解 口取下げ ■その他

※令和2年の数値は， （同年9月までの累計)÷gx12
で算出した推計値である。



【機密性2】 第8－2表

第一審訴訟(ワ)事件の和解率

一既済(その他事件)(b)

[三コ既済(その他事件を除いた事件)(c)

→←和解率(d/a)

÷和解率(その他事件を除いた事件)(d/c)

70,000 40.0％

１
１

35.0％

’60,000

30.0％

50.000

既
済
件
数

和
解
率

征
心

％

０
０

５

０

２

２

｢'口 I -■‐I' l －l
Ⅱ 〃 | | !

| Ⅱ '
， l I

l

， , ! , , ？ , l l l

40,000

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

I30．000

15.0％

20.000

10.0％

I
’

10.000
5.0％

’I||Ll
1

1ロ 0．0％

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31/R1 R2

１
１

その他事件を
除いた事件に

おける和解率

うち

その他事件を
除いた事件
(c=a-b)

和解により終
局した事件

和解率

’
既済総数
(a)

うち

その他事件

(b)
(d) (d/a) (d/c)

46,118 1 2,320
＝＝Ⅱ 一■司島

7 1 31．0%’ 32.6％平成23年
24年

25年

26年

43,798 14，297

13，169

11，562

６
’
６

恥

一

班

３
．
３

７

７

３

９

２

９

ｊ

９

ｐ

９
５
４

３
－
３
３

531

241

33.6％

32.2％

34‘1％

324％

33.0％800 33,293

34,867

38,492

35,342

33,893

33,489

10,989

11,823

12,778

13,454

12,750

32．2％
1

27年 36，291

44,021

44,526

1,424

5,529

9，184

6,383

32.6％ 33.9％

33.2％33.2％年
年
一
年
年

墾

翠
一
加
諦

一
／
｜

年１

－

３

蒻

29.0％

30.2％

31.7％

37.2%’
32.3%’

38.1％

37.6％

37.7％

32.7％

38.1％

37.6％40,276

33,889

25,303 器’
12,610

8，16925,000

(注）

1本資料中の数値はいずれも概数である。

2令和2年の数値は， （同年9月までの累計)÷gx12で算出した推計値である。
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【機密性2】 第9表

第一審事件(ワ)既済件数に占める合議事件画単独事件の割合

50,000

|石合議口合議 口単独(その他事件を除く） ’□その他事件

45，000 －

52529
9,18440，000

套

6,ﾖ83

400
－

35，000
－－

30，000

303
＝ -弓25，000

35,92820，000

32，87332，310 31，387 30,886

15"000

22，913

10，000

5,000

~覇ﾗ1 「云gr2,557 2，564 2,0972,506 2，6062,471
0

平成27年 28年 30年29年 31年／

令和元年

2年

｜
I

’
／
年
年
元
１
和

ｎ
ｏ
今
や

平成27年 29年 30年28年 2年i
I

ニ ー茸君 ﾆ ｰ qー■■ q 子 ＝ 三ー ＝ー圭 一一

| 40,27@l 翌,891 140，276 33，891既済総数 36．291 44，021

5，529

44,526

9，184 400

251313

内その他事件 1 ,424 6,383 303

実質既済数 34,867 35,34238,492 33,893 33,491 25,010
1

合議数

実質合議率

2,557

7.3％

2，564 2,471 2,506

7.4％

2,606

7.8％

2‘097

6.7％ 7.0％ 8.4％

通常事件既済
数(その他事件を除
いた数）

内合議数

合議率

30，701

1 ，861

31,088

1 ，675

31，280 29,704

1,692

29，279

1,770

22．151

'二
1 ,809 ’ 1,479

■■ 6.7％6.1％ 5.4％ 5.8％ 5.7％ 6.0％

※令和2年の数値は， （9月までの累計)÷9×12で算出した推計値である。

※通常事件は,通常部及び医療部に係属する(ワ)事件を対象とし,医療事件,商事事件､労働事件,建築事件.交通事件及び知的
財産事件を含まない。

※本資料中の数値はいずれも概数である。

〆
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【機密性2】

訴訟事件判決の上訴率 第10z

一

①

ｊ注
１
２
３
４
５

く

蔀l藝難露,撫融便脇證Zみ,距宣):_M圭蜘鞭(瞳)全事件謝象としている(商事労働医療,建築交通及び知財事件を含む｡)｡
｢判決言渡件数｣欄の件数は,数件の事件について1個の裁判書で言い渡された場合でも,各事件数を計上している。
｢上訴件数｣欄の件数は, 1件の判決に対して双方が控訴した場合,又は相当事者がそれぞれ控訴した場合には,各控訴件数を計上している。
uZ鬮狸裳藍塑王l轤｣揮畷髪｡拘手事拝あ職ぽ．邇輪存亡降り詞〈勤韓礎誰渋悶：
本資料中の数値はいずれも概数である。

一一

H30

判決言渡件数 上訴件数 上訴率

H31/R1

判決言渡件数 上訴件数 上訴率

R2(1～9月）

判決言渡件数 上訴件数 上訴率

(ﾜ)(詞通常,手形･小切手 15,080 2,540 16.8％ 15，107 2,366 15.7％ 8,028 1,462 18.2％

㈲ 行 政 461

’

261 1 56.6％
Ｉ
ｌ
ｊ

436 245 56.2％ 229 121 52.8％

(し） 控 訴

㈲鰯 再審(訴訟）

323

0

77

0

23.8％

ー

267

－－－口

4

83

3

31.1％

75.0％

127

1

43

1

33.9％

100.0%

合 計 15,864 2,878 18.1％ 15，814 2,697 17.1％ 8,385 1,627 19.4％



【機密性2】 第11表

民事訴訟事件未済審理期間
※（ﾜ), (舌),働, (し), (力),鰯を対象としている。

－
１
｜1

ー一－一一

’｜

蕊

ヨ酒一■■画四

5年以内
(×54) 欝割…※

5年超

(×84）

審理期間
延月数
平均月数

■

年以内'2年以内
』

3年以内 4年以内6月以内
未済件数

(×18) i (x30) (×42）(×3） (×9）
－

H28 25，030 342 1 139 9.424,503 1 1,285 56 235‘74913，129 1 5，576

I

H29 24,891 413 1 1 1 1 9.76243,04512,755 5,510 1 4,695 1 ,312 95

１
１

１
１
１
１

’

H30 25，122 412 1 15612,844 5,433 4,787 1 ,384 106 249,747 9.94

H31/R1 27,046 13,396 1 6,016 5.268 1 1 ,553 1 523 1 165 125 277,122 10.25I

’
｜

I

r

’R2

(9月末）
32,862 7‘048 2,095 653 1 231 1 166 362,295 11．0214，214 8,455

’ ’ ’I

(注） 1審理期間延月数は｡各件数に『事項｣欄記載の｢(×数字)｣を乗じて算出したものの合計である。

2本資料中の数値はいずれも概数である。

し未済期間別対比

未済合計 1年以内 2年以内6月以内

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０

Ｆ
ｊ
〃
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

５
０
５
０
５
‘
０
５

３
３
２
２
１
１

16,000 9,000

馴i；::::州
｜ | I

｡":肌仙| :;:::趣眼“ ･
妙.金一少俸●

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

》
ｒ
４
Ｊ
１
Ｈ
Ⅲ
・
０

Ｉ
■
Ｉ
Ｌ

－
０
卓
砂
戸
ｒ
Ｉ

噸 ゲ■▽

R、 1

Z

F

Ⅲ
I

I

I
一旬 ｣_！」 「ー「〒一 一Tー「

紗や●.、 ＃や●､． 妙浄●､． ＄紗、f，
3年以内 4年以内 5年以内 5年超

０
０
０
０
５
β

″２
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【機密性2】 第12表
民事訴訟事件長期未済件数

※（ﾜ), (舌|,②, (し)『”,鰯を対象としている。
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※左側:3～5年,右側:5年超
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司
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一
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(注）本資料中の数値はいずれも概数である。
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【機密性2】 第1e表

人証鯛ぺを実施して対席判決で終局した事件における手続段階別平均期間の推移

｜グラフ左から

|①訴え提起から第一回口頭弁論

i③人証調べ開始から人証調べ終了
L－

‐－－－－－1

ゞし｜
②第一回口頭弁論から人証調べ開始

④人証調べ終了から口頭弁論終結 ⑤口頭弁論終結から判決言

－－1

◇全地裁（民事第一審翫舩（全体） ）
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H26

H27

H28
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※1～9月
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（月）
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「
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Ｊ
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※1～9月
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（月）

(注）本資料中の数値はいずれも概数である。
／
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【機密性2】 第14表

通常訴訟事件例における判決率

E=．既済総数(a) 601000 50.0％

45.0％

40.0％

35.0％

30.0％

25.0％

20.0%

15.0％

10.0％

5.0％

0.0％

聯
剛

50,000
＝その他事件を

除いた事件

(d:a-c)
40､000

E＝．判決件数(b)

30.000

砺今f琴-．全体の判決 20,000
率(b/a)

10,000
→一その他事件を

除いた判決率

(b/d) 0

平成27年 28年 29年 30年 31年／

令和元年

2年

通常翫訟事件例における控訴率
0,000 40.0％

35.0％

30.0％

17，315

r=言判決件

睦＝控訴件

一園一控訴率

】【】I

25.0％

I】【】【
20.0％

15.0％

】【｣【
10．0%

5.0％

0.0％Ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
『
１
１
『
１
１
４
１
１
‐

4,9ノ
ー■凸－~

094

Ⅲ
｜
靴
一
秘

叺
一
御
拘
－
８

(注)1本資料中の数値はいずれも概数である。

2令和2年の数値は． （9月までの累計)÷9×12で算出した推計値である。
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平成27年 28年 29年 30年
31年／
令和元年

2年

既済総数(a) 36,291 44,021 44,526 40,276 33,889 25,303

うち判決件数(b) 14，971 17,315 15,027 15,072 15，119 10,736

判決率(b/a) 41.3％ 39.3％ 33.7％ 37.4％ 44.6％ 42.4％

うちその他事件(c) 1,424 5,529 9,184 6,383 400 303

その他事件を除いた事件
(d=a-c)

判決率(b/d)

34,867

42.9％

38,492

45.0％

35,342

42.5％

33,893

44.5％

33,489

45.1％

25,000

42.9％



【機密性2】
第15表

調停の状況

闇
や

(注） ｢取下等｣欄の件数は,移送及び調停に代わる決定を含む。
本資料中の数値は,いずれも概数である。
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